
健
康
長
寿
の
た
め
の

筋

肉

の
鍛

え
方
そ

の
１

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
へ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

筋
肉
は
非
常
に
細
い
筋
繊
維
（
筋

細
胞
）
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
筋
細

胞
は
タ
ン
パ
ク
質
の
合
成
と
分
解
を

繰
り
返
し
な
が
ら
恒
常
性
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
合
成
量
と
分
解
量
が
同

じ
な
ら
筋
肉
の
機
能
は
変
化
し
ま
せ

ん
が
タ
ン
パ
ク
質
の
合
成
に
必
要
な

ビ
タ
ミ
ン

や
ア
ミ
ノ
酸
を
食
事
で

D

摂
取
し
て
い
な
い
と
、
筋
肉
は
衰
え

ま
す
。

ま
た
、
年
を
と
る
と
テ
ス
ト
ス
テ

ロ
ン
（
男
性
ホ
ル
モ
ン
）
が
減
少
す

る
の
で
、
筋
肉
は
衰
え
ま
す
。
内
臓

脂
肪
が
多
い
時
も
炎
症
性
サ
イ
ト
カ

イ
ン
が
発
生
し
、
タ
ン
パ
ク
質
の
分

解
を
促
進
す
る
の
で
、
筋
肉
が
衰
え

ま
す
。

た
だ
し
運
動
す
れ
ば
、
内
臓
脂
肪

が
減
る
上
に
、
タ
ン
パ
ク
質
の
合
成

を
促
進
す
る
分
子
が
分
泌
さ
れ
る
の

で
、
筋
肉
は
増
強
し
ま
す
。

タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン

と
筋
力
・

D

筋
肉
量
の
関
係

高
齢
者
は
タ
ン
パ
ク
質
を
多
く
摂
取

し
な
い
と
、
筋
肉
が
衰
え
、
老
化
の

進
行
が
早
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
八
割
が
ビ

タ
ミ
ン

不
足
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン

D

D

不
足
は
筋
力
・
筋
肉
量
だ
け
で
な
く

カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
の
吸
収
も
低
下
さ
せ

る
の
で
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
や
骨
粗
し

ょ
う
症
を
招
き
ま
す
。
「
高
齢
者
は

動
か
な
い
の
で
、
少
食
で
い
い
」
と

日

時

月

日(

金
）

12

22

午
前

時

分
～

時

9

30

12

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

体
育
室

大
会
規
則

チ
ー
ム
対
抗
と
す
る

(1)
総
対
戦
の
リ
ー
グ
戦
と
す
る

(2)

人
対

人
で
対
戦
し
持
球
は

(3)
3

3

人

球
と
す
る

1

2

表

彰

位
ま
で
表
彰

3

参
加
料

無

料

参
加
資
格

末
崎
町
民
（
誰
で
も
可
）

参
加
申
込
み当

日
受
付
に
て
申
込
み

事
前
申
込
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

(

ー

)

29

2
9
5
5

そ
の
他

参
加
者
全
員
に
参
加
賞

★
ボ
ッ
チ
ャ
練
習
の
ご
案
内

末
崎
地
区
公
民
館
主
催
に
よ
る
ボ

ッ
チ
ャ
の
練
習
を
左
記
の
通
り
行
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

練
習
日

月

日
か
ら
毎
週

12

1
金
曜
日

時

間

午
前

時
～

時

10

12

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

体
育
室

参
加
資
格

末
崎
町
民

参
加
料

無
料

★
末
崎
体
育
協
会
主
催

秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
結
果

月

日
（
日
）
小
細
浦
グ
ラ
ウ

10

22

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
で

名
の
参
加
に

25

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

新
沼
紀
典

打

①

59

準
優
勝

佐
々
木
英
一

打
①

61

第
３
位

村
上
義
孝

打
①

62

大
会
当
日
は
、
秋
晴
れ
の
い
い
天

気
と
な
り
絶
好
の
大
会
日
和
と
な
り

ま
し
た
。

参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。

日
本
老
年
学
会
理
事
長
で
医
学

博
士
の
荒
井
秀
典
先
生
は
、
健
康

長
寿
の
た
め
の
正
し
い
筋
肉
の
鍛

え
方
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

話
し
て
い
ま
す
。

年
を
と
る
と
、
①
筋
肉
量
の
減

少
や
脂
肪
量
の
増
加
、
骨
密
度
の

低
下
、
②
活
動
量
の
低
下
や
食
事

摂
取
量
の
低
下
、
③
ホ
ル
モ
ン
の

変
化
や
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
増
加
、

④
神
経
細
胞
の
減
少
な
ど
の
身
体

の
変
化
が
起
こ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
変
化
の
う
ち
、
筋
肉

の
衰
え
を
「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

」
、

運
動
機
能
の
低
下
を
「
ロ
コ
モ
」

（
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
・
シ
ン
ド
ロ
ー

ム

）
、
心
身
の
虚
弱
状
態
を
「
フ

レ
イ
ル
」
と
呼
び
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
特
に
体
の
衰
弱
を

「
身
体
的
フ
レ
イ
ル

」
、
脳
の
衰

え
（
認
知
機
能
の
低
下
、
う
つ
）

を
「
心
理
・
精
神
的
フ
レ
イ
ル
」
、

社
会
的
孤
立
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

閉
じ
こ
も
り
な
ど
を
「
社
会
的
フ

レ
イ
ル
」
と
言
い
ま
す
。

ロ
コ
モ
や
フ
レ
イ
ル
は
、
か
つ

て
は
加
齢
に
よ
る
不
可
逆
的
な
生

理
現
象
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
二
十
一
世
紀
に
な
り
、
運
動

や
栄
養
に
よ
っ
て
改
善
す
る
こ
と

 

(7) 鼻先人の起源は猿彦(さるひこ)と猿女 (さるめ)で、
後から獅子舞が加わった。
西日本を中心に現在でも門付を行っている伊勢大神楽

があります。この伊勢大神楽の起源については、「伊勢大
神楽講社」(愛知県桑名市太夫町)で出している「趣意書」
に次のように記されています。(この記録は 1661年のもの
とされている)
『伊勢大神楽の起源は、白鳳の昔、神宮祭主中臣大嶋の子、
神摩績麿(しんませきまろ)の創案と伝えられ、壬申の乱の
際、天武天皇が、伊勢路に於て、天照大神を御遙拝、宝祚
万歳国土安穏を御祈願あらせられた時に天皇の御霊夢のう
ちに、大神の御使ひとして現れた、天木綿筒(あめのゆう
づつ)の幻像(獅子の姿)をかたどり、獅子頭を彫刻し、祝
神と尊び、これを以て、神摩績麿の一族が伝来の猿女猿彦
(さるめさるひこ)の神楽に増添(ましそ)えて戯曲を奏し、
神慮を慰め奉ったのがこの神楽の始まりである。』(以下省
略)
この文章からみると、猿田彦と猨女の神楽が白鳳時代

(約 645～ 710年)からあり、それに後から獅子舞が加わっ
たと解釈されるように思われます。また、「さるひこ」は
猿田彦のことであり、「さるめ」は天の鈿女の末裔で、猿
田彦の妻との説もあります。（紀）

9 獅子舞・権現様・虎舞等の「鼻先人」について

2023 年 5 月 大船渡町 5 年祭で神様の乗った神輿を
先導する猿田彦

い
う
考

え
は
間
違
え
で

す
。
年
を

と
っ

た
ら
食
事
は

し
っ
か
り
と
り

ま
し
ょ
う
。

相
続
に
つ
い
て
の
講
演
会

相
続
に

つ
い
て
、
話

し
合
っ
て

み

た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
言
い

出
し
に

く
い
話
題
で
す

が
、
そ
の

時

は
必
ず
や
っ

て
き
ま
す
。
相
続

に
つ
い
て

、
正
し
い
知

識
が
あ
れ

ば

円
満
に
相
続
が

行
わ
れ
る
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
は
相
続

に
つ
い
て

の
基

礎
知
識
を
学

ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い

ま
す
。
ご
来

場
を
お

待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

日

時

月

日
（
火
）

11

28

午
後

時

分

6

30

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
和
室

講

師

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

中
井
正
純
氏

主

催

末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会

★
男
の
料
理
教
室

末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会
主
催

「
男
の
料
理

教
室
」
を
左

記
の
通

り
行
い
ま
す
。

日

時

月

日(

水
）

12

6

午
前

時
～

10
午
後

時
1

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

対

象

才
以
上
の
男
性

65

参
加
料

無
料

申
込
期
限

月

日
（
月
）

12

4

参
加
申
込

末
崎
地
区
公
民
館

（

-

２
９
５
５
）

29

募
集
人
数

人
申
込
順
で
決
定

5

講

師

末
崎
食
生
活
改
善

推
進
員

そ
の
他

三
角
巾
を
ご
用
意
下

さ
い
。

★
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

の
ご
案
内

あ
な
た
も
卓
球
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
）

し
ま
せ
ん
か

初
心
者
が
手
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。

年
通
し
て
、
毎
週
火
曜
日
午
前

～

1

10

時
ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

12参
加
料

無
料

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

体
育
室

参
加
資
格

末
崎
町
民

主

催

末
崎
地
区
公
民
館

（

ー

）

29

2
9
5
5

共

催

末
崎
体
育
協
会

世
話
人

田
畑
基
雄
氏

（

ー

）

29

2
3
2
3

そ
の
他

参
加
し
た
い
方
は
予
約

等
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で

練
習
日
に
運
動
靴
を
持

っ
て
来
館
し
て
下
さ
い
。

★
門
松
づ
く
り

日

時

月

日
（
日
）

時

12

17

10

受

付

作
業
タ
イ
ム

時

分
～

時

10

15

12

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

主

催

末
崎
地
区
公
民
館

主

管

ど
こ
竹
＠
武
蔵
野
三
鷹

末
崎
グ
ル
ー
プ

代
表

村
上
正
吉

申
込
先

末
崎
地
区
公
民
館

(

ー

)

29

2
9
5
5

申
込
期
限

月

日
（
土
）

12

9

参

加

料

材
料
代
と
し
て

個

円

1

5
0
0

※

従

来

は

ミ

ニ

門

松

づ

く

り

で

し

た

が

、

昨

年

よ

り

竹

の

高

さ

約

㎝

位

、

竹

の

一

本

の

40

太

さ

㎝

位

の

大

き

な

門

松

5

に
し
て
い
ま
す
。

★
末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会
主
催

ふ
れ
あ
い
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
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